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【要約】

　本研究は、日本語教育連絡会議での発表テーマが鉄のカーテン崩壊後、どのように変化していったかを明らかにするものである。・・・・・（200文字程度）

1． はじめに

　1946年3月、イギリスの前首相であったチャーチルが、アメリカ大統領トルーマンに招かれアメリカのミズーリ州フルトンの大学でおこなった演説の中で、「バルト海のシュテッティンからアドリア海のトリエステまでヨーロッパ大陸を横切る鉄のカーテンが降ろされた。中部ヨーロッパ及び東ヨーロッパの歴史ある首都は、すべてその向こうにある。 」と述べた事によって、「鉄のカーテン」という言葉が東西冷戦の緊張状態をあらわす言葉としてさかんに用いられるようになった。鉄のカーテンは、1989年、時のハンガリー首相ネーメト・ミクローシュによる「ピクニック計画」によりその崩壊が始まったのだが・・・
１.１ 日本語教育連絡会議の誕生
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